







































































の恕掘 : 二位数X基数 卜位取りの原理の抵張



















































表 2 学習指導要領における「数と計算」の指導内容の変遷(その 2) 
昭和33年学罰醤導要領 昭和43年学部首導要領
数 方[怯・減法 j 乗法-~手法 数 加ほ・減法 : 乗法.~手法
1年
草ー智緩1鍍勝緩明際弘平置序 :撃?2議;郵務ぷ 1鞠麟i:蕗?畿;雪解笠;
小 2年 j鍛野表し方 ;議事 :麟繰る :欝麗;猛威位 j麟欝::紅いられる





中 1年 ;離宮鉱Z; 明 1、五脅離宮臨
離宮…一学
:計算尺による家主主
絞 2年 -正の敵・負の数の涯塀の深化:正の致・負の滋の図即居十算の一層の習黙 -数の集合のもつ構造 . 
3年 -平方程{有窪致・無理数 平方叡表の事周と計算出胸適用 -平方叡俊昭致・実数平方根表や計算尺の利用と簡単な式の計算
高等学校 職 3寝器時間鉱山・嬬慣と開尺の厩 .題担議F議関駅領僻I]鶏の澗
48 戦後50年の算数・数学教育一われわれは何を目指すか一
表 3 学習指導要領における「数と計算」の指導内容の変遺(その 3) 
昭和52年学習指導要領 平成元年学習指導要領





万議の議位議長f;?きさの ;禁諜2鶏:欝警E語審1/1アの ;書課?鶏 議EI学
4年
私しE主離字額島高 :酬ZfF襲儲携 襲撃為 i明罪酔讃校
5年 麟虻:期母分散の醐;併に 離 ij-;陥りよる
6年 :欝犠議議夢 四卸尉算の可能性 :・分致の乗徐， .分数の乗除
1年 ;鰐r槻倍 -正¢激・負の数 正の数・負¢粧の四日間算中 正の数・負の致の四時樽
学
校 2年 -数の表現 (2進法.近似値)
3年 -平方根{有璽致・無理数) 数の平方根を含む簡単な式の計算 -平方程情理教・無理数)・素数 数の平方根を含む簡単な式の計算
高等学校 嬰F5議伊判惇罰錦領鮮I] 実数の演算 簸欝伊審議事許誌の開閉]闘の潮間|
表 4 学習指導要領における「式と計算」の指導内容の変遷(その 1) 
昭和26年 昭和33年 昭和43年 昭和52年 平成元年
1年 -江揖の記号を用いて式をかい -旗輔が用いられる掲合を式で
たり読んだりする 表したり式をよんだりする
2年 -具体的なととがらの関係を. -数量の関係を式に表したり -事柄や関係を式を用いて簡潔 -乗法が用いられる場合を式で
抗議窓誌の記号を用いて式に表 式をよんだりすること に表したり.式をよんだりす 表したり式をよんだりする
したりそれらを読んだりする (等号・不等号を用いる} る(等号・不等号を用いる) -事柄や関係を式を用いて簡潔
に表したり.式をよんだりす l
る(等号・耳等号を周いる)
3年 -式を用いる -数畳叫菊係を公式にまとめる -数量の関係を公式に形に表 -数量の関係を公式の形に表す -隙州、られる場合を式で|
(ことばの式) す -数量をロなどを用いて表した 表したり式をよんだりする
-未知のもの申むなどで表され -数量を口.6.などを用いて り.それに当てはまる致を調 -関係をを口公式なのど形を用に表いてし表. よむ学 た式を作る 表したり.それらにあては べたりする -散量 し.
まる数を調べたりする それにあてはまる数を調べる
4年 -式を一つにまとめる -四則混合の式の計算蔵序 -四則の混合した式や( ) -四則の混合した式や( )を -四qの混合した式や( )を
-かっごを用いて式を書く -かっこを用いた式市勾宇れる を用いた式の怠妹や計算 用いた式の意味や計算 用いた式の意味や計質
-等号の意味 -等号の位質 -公式についての考え方 -公式についての考え方




5年 -等号の意味を知る -躍動な巴唱の使盟に.式を -公式などの示している関係 -公式などの示している関係W. -公式などの表している関係Jが.
有効に用いる が.整数./J激などにかか 整数・小数などにかかわらず 整数・小数などについても用
-未知のものにxなどの文字を わらず用いられる 用いられる いられる
使って数畳間係を式に表し. -数量を表すことばや口.6. -数量を表すととぱや口.6. -数量を表すことぼや口.6.な
逆算でxの値を求める などの代わりにa.xなど などの代わりにa.xなど どの代わりにa.xなどの文






表 5 学習指導要領における「式と計算」の指導内容の変遷(その 2)




















-簡単な方程式 -一次方程式・連立一次方程式 式の連立 -一次方程式と不等式の連立 -連立一波方程式
校




-等式の変形 -・式数係を文数浮の二で置次方き自程負式える(方実法根を 因数分解 医敵分解-文浮を含んだ式{単項式) -二次方程式(因数分解.解の -二次方程式(医殴分解.解の
の計算 もつ場合) 場合) 公式など) 公式など}
-式の展開.因数分解 -逮立二元一次方程式 -二元一次不等式
[解析I] .盤[昭式和と3分5数年式]の計[数算学I] [昭和45年] [数学I] [昭和53年] [数学I] [数学I]
-整式・分数式の四則 整実式係数・有の理二次式の方演程算式 -霊式・有理式 -二次方程式と二次不等式-連立一次方程式 -無理式 -二次方程式 6議揮をもつもののみ}
高等学校 -二係次.糊方程l民式)(根と僻敬の関 -二分次数方方程程式式 (!fJill!民など} -方程式と因数定理 -簡単な高次方程式 [数学A]
-無理方程式・高 -簡単な絶対司有拭 -連立方程式 -整式
-等式・不等式制金賀
・逮一次立方程不二元等式式二次・二方程次式不等式
-数係数の二次存簿弐 -二次不等式 -等[数式学とB不]等式
分比例数式方程の式性質・無理方程式
習指導要領に示されたものがそれ以降のものの原型とい
える.昭和30年代の「系統学習」や「数学的考え方」の重視
の方針に則って，小学校の段階から徐々に，数量関係を
式に表したりよんだりすること，公式の形に表したり活
用したりすること，口などの記号や zなどの文字を用い
ることが，指導内容として取り入れられている.また，
中学校においては，こうした基礎の上に，文字式の乗除
の表し方の規約やその計算，一次方程式や二次方程式が
指導内容として位置づけられている.さらに，昭和35年
(1960年)の高等学校学習指導要領では，分数式や無理式
及び高次方程式，二次不等式などが指導内容とされてい
る.
昭和40年代には，小学校3年で数量を表す口，ムなど
の記号を用いること， 5年で数量を表すことぼや口，ム
などの代わりに α，Xなどの文字を用いることなどが指導
されるようになった.また，中学校においては， 1年で
一次式の加減，等式の性質と一次方程式， 2年では不等
式の性質と一次不等式， 3年では一次式の乗除と二次方
程式が主たる指導内容として位置づけられた.なお，こ
の時代の大きな特徴は，方程式と不等式を統合的にみる
という見方が強調されたことである.
昭和50年代になると，小学校3年で口， 4年で口，
ム， 5年で a，xを用いるというように，文字の使用と文
字式への接続に，より一層配慮されるようになった.他
方，中学校では 3年の二元一次不等式が削除されてい
-式と証明
-複素数と二次方程式の解
る.
そして，平成元年(1989年)には，小学校では加減乗除
が指導される当該学年で，それらが用いられる場合を式
に表したり式をよんだりすることが強調されるようにな
った.中学校では，一次方程式と一次不等式の連立が削
除された.また，高等学校では方程式や不等式に関する
内容の取扱いが軽減された形になっている.
4. おわりに
本論では，算数・数学教育の「基礎・基本」としての数
と式及び計算の指導内容に焦点を当てて，その戦後50年
間の変遷を学習指導要領の改訂に即して整理するととも
に，主な変更点について考察を行った.その結果，昭和
20年代の「単元学習」時代と昭和30年代の「系統学習」時代
との聞には，この領域の指導内容と指導時期についてか
なりの相違がみられるが，それ以降，大きな変更はほと
んどみられない，ということが明らかになった.
一般に，教育は，各時代の社会的要請や児童・生徒の
要請などに応ずる意図的・計画的営みであり，各時代を
貫く継続的営みでもある.算数・数学教育もその例外で
はなかろう.この意味で，今後の算数・数学教育におい
ては，過去と現在を踏まえかっ未来を見通して，数と式
及び計算の指導内容や時期について，目標や方法，評価
等と関連させて，考え続けることが重要な課題である.
